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  2012 年 7 月 9 日 

野村アセットマネジメント株式会社 

 

「野村日本高配当株プレミアム（通貨選択型） 通貨セレクトコース」  

基本配分比率の変更について 

 

平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 

2012年6月19日に設定となりました、「野村日本高配当株プレミアム（通貨選択型）」の「通貨セレクトコース」

（以下、ファンド）における基本配分比率＊の変更についてお知らせいたします。 

 *ここで言う基本配分比率とは、ファンドが通貨配分を行なう上でターゲットとする比率です。 

 

ファンド設定時においては、金利水準・流動性・ファンダメンタルズ等を考慮して通貨の選定を行ない、ロ

シアルーブル、インドネシアルピア、ブラジルレアル、トルコリラ、インドルピーの5通貨で運用を開始いたしま

した。基本配分比率は、それぞれ20％程度としました。 

 

その後、定期的な見直しに基づき、基本配分比率の変更を決定しました。7月6日現在の基本配分比率は、

ロシアルーブル（25％程度）、インドネシアルピア（25％程度）、ブラジルレアル（15％程度）、トルコリラ（20％

程度）、インドルピー（15％程度）といたしました。 

 

通貨セレクトコースの「通貨配分比率※」 
※ ファンドが投資対象とする、ノムラ・マネージド･マスター・トラスト‒ジャパン・ハイ・インカム・ストック･エンハンスト・ファンド（通貨

セレクトクラス）の状況です。 

 

《2012年6月22日現在》                     《2012年7月6日現在》 

 

通貨名 配分比率  通貨名 配分比率 

ロシアルーブル 21.6％  ロシアルーブル 24.1％ 

インドネシアルピア 21.8％   インドネシアルピア 24.1％  

ブラジルレアル 20.1％   ブラジルレアル 16.9％  

トルコリラ 17.8％  トルコリラ 18.0％ 

インドルピー 17.7％   インドルピー 17.3％  

 

通貨セレクトコースの通貨セレクトクラス 組入比率：              通貨セレクトコースの通貨セレクトクラス 組入比率： 

「毎月分配型」 96.6％、「年2回決算型」 97.0％                「毎月分配型」 99.0％、「年2回決算型」 99.0％ 
 

上記は過去の運用実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。 
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＜基本配分比率＞ 

 

現在のグローバルの投資環境については、先進国中央銀行が積極的な金融緩和策を継続する中で、

世界経済が緩やかに回復を続ける局面であると考えています。一方、6月下旬に開催されたEU首脳会議

において、ユーロ圏の金融システム問題の解決に向けた合意が成立したものの、欧州の債務問題の根

本的解決には未だ至っておらず、株式などのリスク資産の動きにはやや不透明感があると考えていま

す。 

このような投資環境において、「通貨セレクトコース」では、ロシアルーブルとインドネシアルピアの基本

配分比率を20％程度から25％程度へ引き上げました。ロシアルーブルについては、同国の経済が原油

への依存度が高いことから、6月の原油価格の下落局面ではロシアルーブルも軟調な展開となりましたが、

中長期的には同国の経済が資源価格の上昇による恩恵を受けやすいものと考えています。またインドネ

シアルピアについては、同国の中央銀行が通貨の下支えをする姿勢を示しているほか、同国のファンダ

メンタルズ（経済の基礎的条件）が相対的に堅調であることを評価しています。 

一方、ブラジルレアルとインドルピーについては、基本配分比率を20％程度から15％程度へ引き下げ

ました。ブラジルでは、最終消費者の需要は引き続き堅調であるものの、国内産業の生産は不調な状況

が続いています。ブラジル政府は、国内産業製品の海外製品に対する価格競争力を引き上げるため、ブ

ラジルレアルの安値誘導姿勢を強めており、こうした状況の下では、ブラジルレアル上昇の余地は限定的

であると判断し、ブラジルレアルの基本配分比率を引き下げました。インドではインフレ率が上昇する中、

低迷する経済を刺激するための利下げを行なう余地が限定的となるなど、中央銀行にとって金融政策の

舵取りが難しい状況となっています。こうした背景のもと、インドルピーの基本配分比率を引き下げまし

た。 

 

 

なお、投資対象通貨は、定期的に（原則、毎月）見直しを行います。 

今後とも「野村日本高配当株プレミアム（通貨選択型）」をご愛顧賜りますよう宜しくお願いいたします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 
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○ファンドの特色 

○当ファンドの投資リスク 

各ファンドは、投資信託証券への投資を通じて、株式等に実質的に投資し、加えてオプション取引を活用し
ますので、当該株式等の価格下落や、当該株式等の発行会社の倒産や財務状況の悪化およびオプション
価値の変動等の影響により、基準価額が下落することがあります。また、通貨セレクトコースは、投資対象と
する外国投資信託において円建て資産を対選定通貨で為替ヘッジを行ないますので、為替の変動により
基準価額が下落することがあります。

したがって、投資家の皆様の投資元金は保証されているものではなく、基準価額の下落により、損失が生じ
ることがあります。なお、投資信託は預貯金と異なります。

※ファンドの基準価額の変動要因には、この他にも、債券価格変動リスクなどがあります。
※詳しくは投資信託説明書（交付目論見書）の「投資リスク」をご覧ください。
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○お申込みメモ ○当ファンドに係る費用 

※お申込みの際には投資信託説明書（交付目論見書）でご確認ください。 

 

上記の費用の合計額については、投資家の皆様がファンドを保有される 

期間等に応じて異なりますので、表示することができません。 

（2012 年 7 月現在）

※詳しくは、投資信託説明書（交付目論見書）の「ファンドの費用・税金」をご覧ください。 

商    号：野村證券株式会社 

金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第 142 号 

加入協会：日本証券業協会／一般社団法人日本投資顧問業協会／ 

       一般社団法人金融先物取引業協会／一般社団法人第二種金融商品取引業協会 

商    号：野村アセットマネジメント株式会社 

金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第 373 号 

加入協会：社団法人投資信託協会／ 

一般社団法人日本投資顧問業協会 


